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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 110.5 ha

平成 20 年度　～ 平成 24 年度 平成 20 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人 平成18年度 平成２４年度

人／日 平成１９年度 平成２４年度

人／年 平成１８年度 平成２４年度

都道府県名 北海道 滝川市 滝川市にぎわい再生地区

計画期間 交付期間 24

大目標　：居住機能の充実、良好な歩行空間、魅力ある拠点づくり、多様な主体の連携による活発なまちづくり活動などにより、歩いて暮らせるコンパクトで活力と魅力ある中心市街地形成を目指す。
　目標１：居住機能などの機能集積を図り、少子・高齢化に対応したコンパクトなまちづくりを推進する。
　目標２：多くの市民が集まり賑わう場づくりにより、中心市街地の再生と活性化を図る。
　目標３：潤いのある良好な歩行空間を形成させ、歩いて楽しい回遊・滞留ルートづくり推進する。

・滝川市は中空知の中心都市として発展してきたが、自家用車の普及に伴う行動範囲の拡大、ライフスタイルの変化、市街地の拡大、郊外型大型店の進出などの要因により中心市街地が空洞化し、居住人口の低下、空店舗の増加、来街者の減少など
活力が失われている。
・中心市街地の小売販売額は、平成６年度と平成１７年度を比較してほぼ半減している。
・平成１１年度に旧中活法にもとづく基本計画を策定し、二核一軸構造の市街地再生を目指してハード事業を中心に取り組んできたが、実施に至らなかった。

・車社会の進展により行動範囲が増大し、市街地の拡大、人口のドーナツ化、郊外型大型店の進出などが進み、これらの影響により中心市街地が衰退し、交通弱者の利便性悪化、都市経営コストの増大などの問題が生じている。
・また、核家族化、地域コミュニティの希薄化などの社会背景があり、世代を超えた交流、助け合い、仲間づくり、子育てしやすい環境づくりなど、「人にやさしいまちづくり」が課題となっている。
・さらには、少子高齢化、人口減少社会の進展、財政の悪化などの要因も重なり、これらの状況に対応するためには、コンパクトなまちづくり、居住機能の充実、コミュニティの再生、市民活動の拠点づくり、魅力ある市民の憩いの場設置、歩いて暮らせる
回遊・滞留の環境づくりなどが課題となっている。

【滝川市総合計画　施策の方向】
・にぎわいのある商店街形成
・交流機能の強化
【滝川市後期基本計画　重点項目】
・中心市街地を活性化するために、にぎわいの再生と街なか居住を進めます。
・商業機能に文化・公共機能を兼ね備えた、にぎわいのある街なか空間を創造します。
  これらを踏まえて、
・中心市街地は、様々な主体が連携してコミュニティ活動が活発に展開し、居住機能をはじめ様々な都市機能がコンパクトに集積し、多くの市民が住み、多くの市民が集まり、賑わいと活力のある地区となることを目指す。
・中心市街地活性化基本計画は、滝川市中心市街地活性化協議会と一体となって様々な議論を経て作成し、平成２０年３月１２日に認定を受けた。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

２．歩行者通行量 中心市街地５地点の歩行者通行量の増加量

歩行者通行量の増加が賑わいに直結することから、これを指標と
する。中心市街地５地点の平成１９年度通行量に対して増加を目
指す。

7,008 10,000

１．居住人口
公営住宅の建設、民間共同住宅建設による中心市街地居
住人口の増加

中心部の居住人口増加がコンパクトなまちづくりと活性化のために
必要な要素であることから、これを指標とする。年間約２%の減少に
歯止めをかけることを目指す。

2,660 2,800

３．図書館利用者数 図書館利用者の増加人数

アンケート調査で、新図書館の利用と併せて街なかでの買い物、
食事、病院、銀行などの利用予定が約４５%あり、図書館利用者数
の増加が賑わいにつながることから、これを指標とする。

43,000 65,000



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他
○既成市街地からの都市機能の拡散防止措置の有無

　市内の全ての準工業地域において、中心市街地の活性化に影響を及ぼす恐れのある延べ床面積１万㎡超の大規模集客施設の立地を規制する特別用途地域を設定した。

○事業終了後の継続的なまちづくり活動

　滝川市では、中心市街地活性化協機会が組織化されていることから、社会資本整備総合交付金の対象期間後においても実施事業が継続的に中心市街地活性化に寄与し続けるよう、様々な方策について協議を重ねていく予定である。

方針に合致する主要な事業
【整備方針１】（居住機能の強化とコンパクトなまちづくり）
・中心市街地の居住機能を強化するために、商店街に隣接した場所に市営住宅を建設する。居住人口の増加に伴い、他の都市機能と連動して中心市街
地での回遊性が高まることが見込まれる。
・老朽化した市立病院は、建設費に有利な郊外での建替えをせず、都市機能の集積の観点から中心市街地の現敷地内で建替える。これにより、市役
所、図書館など周辺にある主要な都市機能と連動して回遊性が高まり、賑わい創出に寄与することが見込まれる。

公営住宅等整備事業（基幹事業）、市立病院建設事業（関連事業／暮らし・にぎわい再生事業）、
図書館移転事業（提案事業）、街なか共同住宅建設補助事業（関連事業/地域住宅交付金）

【整備方針２】（くつろぎ空間、交流拠点整備）
・魅力ある市民の憩いの場として、中心市街地の既存ストックである市役所の空きスペースを活用して図書館を移転する。また、中心市街地内の回遊度
を高めて賑わいに繋げるため、図書館の利便性向上のための検索システム等を稼動させて実証調査を行う。
・既存建物の空きスペースを活用した市民の憩いの場、市民活動の拠点として、くつろぎ拠点、チャレンジ・コミュニティカフェなどを設置・運営し、多くの市
民が集い賑わう場となることを目指す。
・市民のまちづくり活動や市民活動団体、ＮＰＯ法人などの相互交流及びコミュニティ活動の促進を図り活力ある地域社会を形成するため、地域活性化の
交流拠点を整備する。

既存建造物活用事業（基幹事業）、図書館移転事業（提案事業）、図書館活用向上事業(提案事
業)、滝川流コミュニティ拠点形成事業［くつろぎ拠点・チャレンジコミュニティカフェ・チャレンジショッ
プ・空き店舗情報発信］（関連事業／戦略的中心市街地中小商業等活性化支援事業）、

【整備方針３】（回遊・滞留ルート形成）
・コミュニティ事業などと連携し、空間デザイン、情報デザインによる魅力的な歩行空間づくりが、歩いて暮らせる賑わいある中心市街地に必要であること
を実証調査し、潤いのある歩行空間の形成と歩いて楽しい回遊・滞留ルートづくりを目指す。

賑わい再生ロード調査事業（提案事業）、図書館移転事業（提案事業）



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路

公園

古都及び緑地保全事業

河川

下水道 －

駐車場有効利用システム －

地域生活基盤施設 －

高質空間形成施設 －

高次都市施設 －

既存建造物活用事業 滝川市 直 4998.84㎡ 23 23 23 23 222 222 222 222

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備 滝川市 直 ２０戸 20 22 20 22 337 337 337 337

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 559 559 559 559 …A
提案事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

滝川市 直 1,387.02㎡ 22 23 22 23 109 109 109 109

滝川市 直 一式 22 24 22 24 42 42 42 42

滝川市 直 3,550m 20 21 20 21 9 9 9 9

－

－

合計 160 160 160 160 …B
合計(A+B) 719

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
滝川市 国土交通省 1.9ha ○ 18 23 8,500

市商連 経済産業省 2店 ○ 20 22 33

滝川市 国土交通省 48戸 ○ 21 24 33

合計 8,566

市立病院改築事業(暮らし・にぎわい再生事業) 滝川市中心市街地地区

商店街拠点づくり事業(戦略補助事業) 銀座・鈴蘭地区

街なか共同住宅建設補助（地域住宅交付金） 滝川市中心市街地地区

0

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模
（いずれかに○） 事業期間

全体事業費

地域創造
支援事業

図書館移転事業 滝川市役所内 0

まちづくり活
動推進事業

－

－

事業活用調
査

図書館活用向上調査事業 滝川市役所内 0

賑わい再生ロード調査事業 鈴蘭通　他８路線

0

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目 うち民負担分

滝川市営住宅駅前団地さかえ 0

住宅市街地
総合整備
事業

－

－

まちづくりセンター整備事業 0

－

－

－

交付期間内事業期間
細項目 うち民負担分

0.449

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間

交付対象事業費 719 交付限度額 323.0 国費率



都市再生整備計画の区域

滝川市にぎわい再生地区（北海道滝川市） 面積 110.5 ha 区域 栄町全部と本町、大町、明神町、花月町、一の坂町、朝日町の一部
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